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1.背景・目的

2.事業の目標 「統合CRプロセス」モデルを構築し、実際のコンビナートに即したシミュレーションを実施して、事業性やLCA評価を通じてモデルの有効性を検討する。

3. 2024年の成果

調査項目①-1：コンビナート等における代表的なCO2排出源の排ガス性
状等を踏まえたCO2排出源調査

調査項目②：CO2を利用した合成プロセス等における、CO2供給の条件

(1)水素を利用する場合
メタノール、メタン、オレフィン、及びe-Fuel（軽油、ガソリン、LPG、及びSAF）
(2)水素を使用しない場合
CO2吸収コンクリートと炭酸塩化灰の製造、微細藻類培養によるSAF製造
(3)合成プロセスに使用する水素
グリーン水素製造、カーボンフリー水素輸入、LNGからターコイズ水素製造

中国CO2分離・回収技術現地調査（2024年12月3日-6日）

海外では日本にない技術や大規模なCO₂分離・回収設備が稼働している。中国設備の技術仕様、
稼働状況（温度・圧力など）、保守状況を調査し、得られた情報をCO₂分離・回収技術のモデ
リングに反映する。

中国石炭化学プラントのCO2分離・回収設備、グリーン水素利用例
(出典：令和４年度燃料安定供給対策に関する調査事業報告書、RING）

調査項目⑤：モデルコンビナートを想定し「CO2 分離・回収」、「CO2 排出源」、「CO2 を利用した合成プロセス等」の組み合わせの有効性を検討

統合プロセスモデルの有効性を検討するため、 コンビナートの実情に沿ったカーボンリサイクルプロセスの適用イメージの検討を行っている。

9つの石油化学コンビナート及び4つの工業地域の事業者をリスト化し、環境省の情報
公開制度をもとに上位90％の排ガス性状データを収集・分析した。

4.課題と今後の取組（実用化・事業化の見通し）
➢ 2024年度の結果を踏まえ、CO₂分離・回収技術の特性を踏まえ、統合CRプロセスの最適な組み合わせについて、エネルギーやコストへの影響を検討する。
➢ シミュレーションモデルを構築し、各組み合わせの効果を評価できるようにすることで、省エネ・低コストなカーボンリサイクル技術の社会実装に向けた

検討が行える手法を構築する。

調査項目①-2：
コンビナート等における代表的なCO2排出源の排ガス性状等を踏まえたCO2分
離・回収方法の組み合わせ検討
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【従来技術：メタン製造】

【CR合成技術：メタン製造】

2023年経産省において改訂された「カーボンリサイクルロードマップ」では、2030年を目標にCO₂排出源・分離回収技術・用途に適したCO₂純度を組み合わせた
社会システムの構築が示された。本事業では、コンビナートの低炭素化に向け、「CO2排出源」、「排出源に適合するCO2分離回収技術」、「CO2を利用する合
成プロセス」からなる統合CRプロセス（以下、「統合CRプロセス」）を構築し、省エネ・低コストなカーボンリサイクル技術の社会実装に向けた最適化検討が
行える手法を構築する。

技術報告や文献、特許、ヒアリングなどを元に技術分析を行い、シミュレーションモデ
ル作成に必要なCO₂条件、システム構成、性能、運転情報などを対象製品毎に抽出した。

➢ 統合プロセスモデルの組み合わせ検討を開始。
➢ 統合プロセスモデル構築に向けた情報収集の一環として、中国に出張し、石炭化学プラン

トの調査やCO₂分離回収技術、及びFT合成技術の有識者へのヒアリングを実施した。

正味のCO₂削減効果を評価するLCAツール作成に向け、燃料・化学品を対象に、従来
技術とカーボンリサイクル技術それぞれの基本システムを検討した。

H2供給

CO2供給

中国石炭化学プラント

FT合成技術調査を並行して行った。写真は清華大学の 
MTA（メタノールから芳香族を製造する）試験装置

調査項目④：「CO2分離・回収」、「CO2排出源」、「CO2を利用した合成プロセス
等」の組み合わせによるエネルギー、コストへの影響を検討調査項目③：CO2分離・回収技術の特徴を踏まえた「CO2分離・回収」、「CO2排出源」、

「CO2を利用した合成プロセス等」の組み合わせを検討

CO2分離・回収方法の組み合わせ検討について、化学吸収法、固体吸収法、物理吸収法、物理吸着法、及び膜分離法を調査する。
化学吸収法を例に、調査状況は以下のとおり。

1.情報収集
・文献、報告書
・特許分析
・ヒヤリング、他

2.Aspen Plusモデリン
グ
・技術仕様確認、プロ
セスフロー検討
・対象ガス条件確認、
物性情報確認

3.シミュレーション
・ガス種別RUN
・パラメータサーベイ
・結果の分析

4.建設費検討
・Aspen Plus結果をAspen 
Process Economic Analyzer
に展開
・機器仕様調整後RUN
・結果の分析

化学吸収シミュレーション結果

化学吸収フローシートモデルの構成

CO2分離回収技術調査手順

CO2分離回収装置入口ガス条件(シミュレーション向け設定値）

• 排ガス取合点圧力は排ガスがCO2分離回収設備まで送気されると仮定して101.6kPa
で統一した。

• 排ガス温度は吸収塔前で洗浄・冷却で40℃程度に下げて、水分は飽和蒸気とした。
• 煤塵は必要に応じて機械的分離される為考慮外とした。

【出典】各種公表データをもとに作成

石炭排ガス GTCC排ガス セメント
排ガス

高炉出口
ガス

石炭排ガス GTCC排ガス セメント
排ガス

高炉出口
ガス

※〇-100：回収CO2 100t/hの場合

※〇-100：回収CO2 100t/hの場合

5.各種CR合成プ
ロセスと連結

吸収液：MEA

吸収液：AMP／PZ

H2供給

H2供給

（注記）表内の数字は事業者別に開示されたデータに基づき整理したものであり、全てのコンビナートに非開示事業者が居たが、その
データは含めていない。

CO2分離・回収設備
（レクチゾール）

メタン
供給
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